
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                  

東
京
都
精
神
保
健
福
祉
相
談
事
業
講
演
会 

 

「
統
合
失
調
症
の
養
生
の
仕
方
」 

 
 
 
 

～
脳
と
心
の
違
い
に
つ
い
て
～ 

 
 
 
 
 

都
連
理
事 

安
藤 

万
寿
代 

 

２
月
１８
日(

土)

１４
時
～
１６
時
、
東
京

都
精
神
保
健
福
祉
民
間
団
体
協
議
会(

都

精
民
協)

主
催
・Z

o
o
m

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ

ン
配
信
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
糸

川
昌
成
先
生(

東
京
都
医
学
総
合
研
究
所

副
所
長)

で
、
当
日
と
後
日
の
オ
ン
デ
マ
ン

ド
配
信
の
合
計
で
１
７
５
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。 

 

精
神
科
が
担
当
す
る
病
気
に
は
、
①
ゲ

ー
ム
障
害
・
社
交
不
安
症(

上
が
り
症)

②

統
合
失
調
症
・
躁
う
つ
病
が
あ
り
ま
す
。

統
合
失
調
症
の
提
案
者
エ
ミ
ー
ル
・
ク
レ

ベ
リ
ン
は
「
直
線
的
な
経
過
と
波
状
の
経

過
が
あ
り
ま
す
。
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

統
合
失
調
症
の
原
因
に
は
、
双
子
研
究
・

ド
ー
パ
ミ
ン
仮
設
が
あ
り
、
強
す
ぎ
る
と

な
る
そ
う
で
す
。
薬
物
療
法
は
神
経
伝
達

物
質
の
働
き
を
弱
め
る
と
フ
ラ
ン
ス
外
科

医
ア
ン
リ
・
ラ
ボ
リ
が
発
見(

１
９
５
２

年)

し
ま
し
た
。 

 

心
は
脳
よ
り
大
き
く
、
心
の
モ
ノ
部
分

(

脳)

は
頭
蓋
骨
の
内
側(

神
経
回
路
網
・
タ

ン
パ
ク
質)

と
、
心
の
コ
ト
部
分(

脳
以
外)

は
頭
蓋
骨
の
外
側(

自
分
と
相
手
の
関
係

性
・
履
歴
・
家
族)

と
あ
り
、
丹
精
込
め

る
、・
心
を
込
め
る
・
心
を
寄
せ
る
・
気
持

ち
を
汲
む
事
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

○
精
神
療
法
の
エ
ッ
セ
ン
ス
に
つ
い
て 

・
患
者
を
了
解
す
る
事
。 

・
聞
き
手
で
あ
る
私
は
全
く
同
じ
体
験
を

し
た
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
話
し
手
で
あ

る
相
手
の
心
、
そ
の
心
の
動
き
が
「
よ
く

わ
か
る
」
と
い
う
。
そ
し
て
相
手
は
、
私

に
そ
れ
が
伝
わ
る
こ
と
を
知
る
と
「
少
し

気
持
ち
が
楽
に
な
っ
た
」
と
い
う
。 

・
二
つ
の
心
の
共
鳴
す
る
事
、
人
と
相
対

し
言
葉
を
交
わ
す
時
、
映
画
や
小
説
の
主

人
公
に
心
を
寄
せ
る
時
に
も
同
じ
よ
う
に

働
く
、
心
だ
け
の
持
つ
特
質
、
心
を
脳
に

置
き
換
え
る
時
に
視
野
に
は
い
ら
な
く
な

る
側
面
が
あ
る
。 

・
精
神
科
治
療
的
に
作
用
し
て
い
る
の
は
、

医
師
の
追
体
験
し
よ
う
と
す
る
態
度
が
大

切
で
す
。(

耳
を
傾
け
る) 

 

精
神
科
と
内
科
の
違
い
は
「
モ
ノ
と
コ

ト
」
・
「
症
候
群
と
疾
患
」
で
心
は
脳
よ
り

も
大
き
い
で
す
。
脳
に
も
恒
常
性
が
あ
り
、 

調
子
が
い
い
時
と
悪
い
時
が
あ
り
ま
す
。

後
悔
と
反
省
が
あ
る
が
、
い
い
時
に
ヒ
ン

ト
が
あ
り
、
生
活
に
取
り
入
れ
る
と
良
い

で
す
。(

自
然
治
癒
力) 

○
脳
に
い
い
事
と
悪
い
事
に
つ
い
て 

・
す
る
前
と
し
た
後
の
感
じ
を
比
較
す
る
。 

・
気
持
ち
い
い
と
感
じ
た
時
を
思
い
出
し
、

振
り
返
え
る
事
が
良
い
で
す
。
脳
に
良
い

事
を
増
や
し
て
行
く
の
は
回
復
に
繋
が
り

ま
す
。
そ
の
人
ら
し
さ
を
生
か
す
事
が
、

回
復
へ
の
一
つ
の
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。 

 

※
講
演
会
の
感
想
か
ら 

・
病
気
を
持
つ
当
事
者
へ
の
接
し
方
が
良

く
分
か
り
ま
し
た
。「
尊
厳
・
自
尊
心
・
気

持
ち
い
い
こ
と
を
す
る
・
物
語
を
生
き
る
」

薬
を
減
ら
し
、
幸
せ
に
生
き
て
も
ら
え
る

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。 

・
自
然
治
癒
力
の
お
話
は
、
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
し
た
。
薬
の
服
用
以
外
に
、
人

間
と
し
て
大
切
な
尊
厳
、
自
尊
心
の
部
分

に
気
づ
い
て
行
く
努
力
が
必
要
だ
と
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。 

・
「
そ
の
人
の
生
き
る
物
語
」
や
「
尊
厳
」

と
い
う
新
し
い
観
点
を
学
び
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
は
本
人
が
通
院
し
て
い
る
か
、
き

ち
ん
と
薬
を
飲
ん
で
い
る
か
に
ば
か
り
気

を
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
人
の
行
動

の
意
味
を
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。 

・
息
子
の
価
値
観
を
変
え
る
の
で
は
な
く
、

私
の
価
値
観
を
も
っ
と
耕
し
て
い
き
た
い

で
す
。 

・
精
神
疾
患
は
「
症
候
群
」
と
い
う
説
明

に
納
得
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
講
演
会
は
、
満
足
度
が
高
い
講

演
で
好
評
で
し
た
。 
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令
和
４
年
度
第
２
回
み
ん
な
ね
っ
と 

 

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
都
・
県
連
会
長
会
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
副
会
長 

轡
田 

英
夫 

日
時
：
令
和
５
年
３
月
６
日
午
後
１
時
～
４
時
半 

場
所
：
東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館 

 

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
と
は
、
東
京
都
、
埼
玉
県
、
神

奈
川
県
、
栃
木
県
、
茨
城
健
、
千
葉
県
、
群
馬
県

の
一
都
六
県
の
こ
と
で
す
。 

 

最
初
に
、
み
ん
な
ね
っ
と
の
事
務
局
長
の
小
幡

恭
弘
氏
が
国
連
障
害
者
権
利
委
員
会
の
対
日
審
査

に
参
加
し
た
の
で
、
そ
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

以
下
小
幡
事
務
局
長
の
報
告
要
旨
で
す
。 

 

そ
も
そ
も
障
害
者
権
利
条
約
と
は
？ 

「
私
た
ち
の
こ
と
を
私
た
ち
抜
き
に
決
め
な
い

で
」
を
合
言
葉
に
、
世
界
中
の
障
が
い
当
事
者
が

参
加
し
て
作
成
さ
れ
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い

人
と
同
じ
よ
う
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
す
国
際

条
約
で
す
。
国
に
対
し
て
、
障
が
い
者
の
地
域
社

会
で
の
生
活
、
教
育
、
雇
用
な
ど
様
々
な
権
利
を

実
現
す
る
た
め
に
立
法
や
行
政
の
手
続
き
を
と
る

こ
と
。
障
が
い
者
に
対
す
る
差
別
と
な
る
既
存
の

法
律
、
規
則
、
慣
習
及
び
慣
行
の
修
正
又
は
廃
止

を
義
務
づ
け
て
い
ま
す
。
日
本
は
こ
の
障
害
者
権

利
条
約
を
２
０
１
４
年
に
批
准
し
ま
し
た
。 

 

昨
年
の
８
月
22
日
・
23
日
に
日
本
政
府
報
告
書

に
対
す
る
審
査(

建
設
的
対
話)

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
９
月
９
日
に
日
本
政
府
に
対
す
る
総
括

所
見
（
勧
告
）
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 
 

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
精
神
科
へ
の
強
制
入
院
を
可

能
に
し
て
い
る
法
律
の
廃
止
を
求
め
る
こ
と
や
分

離
教
育
の
中
止
な
ど
、
日
本
の
課
題
（
精
神
科
病

院
を
含
む
脱
施
設
化
と
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
）

が
的
確
に
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
「
非
自

発
的
入
院
お
よ
び
治
療
の
廃
止
」
は
極
め
て
大
事

な
こ
と
で
す
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

総
括
所
見
は
第
１
条
～
33
条
ま
で
懸
念
と
勧
告

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
医
学
モ
デ
ル
か
ら
脱

し
、
人
権
モ
デ
ル
・
社
会
モ
デ
ル
で
と
ら
え
て
い

く
視
点
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。 

み
ん
な
ね
っ
と
で
は
、
条
約
の
勧
告
と
「
み
ん
な

ね
っ
と
提
言
」
を
指
針
に
し
、
障
害
種
別
を
乗
り

越
え
て
統
一
、
連
帯
し
て
実
現
の
た
め
取
組
を
さ

ら
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。 

 

【
第
10
条
】
「
生
命
に
対
す
る
権
利
」 

委
員
会
は
障
害
者
が
死
亡
し
た
事
例
に
関
す
る
報

告
に
つ
い
て
懸
念
し
て
い
る
と
し
て
以
下
の
３
つ

の
点
を
挙
げ
て
い
ま
す
。 

（
１
）
障
害
者
の
意
思
及
び
希
望
が
考
慮
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
、
障
害
者
の
生
き
る
権
利
の
保
障
の

欠
如
。 

（
２
）
障
害
を
理
由
と
す
る
強
制
入
院

の
状
態
で
の
身
体
拘
束
。 

（
３
）
精
神
科
病
院

で
の
死
亡
の
原
因
や
状
況
に
つ
い
て
の
統
計
や
独

立
し
た
調
査
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
。 

 

【
第
15
条
】「
拷
問
、
残
虐
な
、
非
人
道
的
で
品

位
を
傷
つ
け
る
取
扱
い
又
は
刑
罰
か
ら
の
自
由
」

医
療
観
察
法
の
廃
止
。
侵
襲
的
な
医
療
行
為
や
、

子
ど
も
や
障
害
者
に
対
す
る
本
人
の
同
意
を
得
な

い
強
制
的
な
治
療
を
禁
止
し
、
強
制
的
な
治
療
を

受
け
た
人
の
権
利
侵
害
を
調
査
・
救
済
す
る
た
め

の
独
立
し
た
監
視
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
。 

 

【
第
16
条
】「
搾
取
、
暴
力
、
虐
待
か
ら
の
自
由
」 

障
害
者
虐
待
防
止
法
の
適
用
範
囲
と
有
効
性
が
欠

如
し
て
お
り
、
教
育
、
医
療
、
刑
事
司
法
の
場
に

お
け
る
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
や
女
性
を
含
む
障

が
い
者
に
対
す
る
暴
力
の
防
止
、
報
告
、
調
査
が

妨
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

 

【
第
19
条
】「
自
立
し
た
生
活
と
地
域
社
会
へ
の

参
加
」 

精
神
科
病
院
に
入
院
し
て
い
る
障
が
い

者
の
無
期
限
の
入
院
を
や
め
、
精
神
科
病
院
か
ら

地
域
で
自
立
し
た
生
活
に
効
果
的
に
移
行
す
る
こ

と
を
都
道
府
県
に
義
務
付
け
る
こ
と
。 

 

【
第
25
条
】「
健
康
」 

精
神
保
健
医
療
を
一
般

医
療
と
分
け
て
い
る
精
神
保
健
福
祉
法
の
廃
止
を

含
む
精
神
医
療
を
一
般
医
療
へ
編
入
す
る
こ
と
。 

次
に
各
県
連
か
ら
の
報
告
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た
。
埼
玉
県
連
か
ら
、
令
和
５
年
度
の
全
国
大
会

が
、
10
月
14
日
（
土
）
～
15
日
（
日
）
「
レ
イ
ボ

ッ
ク
ホ
ー
ル
（
市
民
会
館
お
お
み
や
）【
大
宮
駅
下

車
徒
歩
５
分
】
で
開
催
し
ま
す
と
い
う
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。 

２ 



ひ
き
こ
も
り 

当
事
者
は
１
４
６
万
人 

誰
に
で
も
ど
の
家
庭
に
も
起
こ
り
う
る 

都
連
理
事 

前
山 

栄
江 

 

２
月
５
日
（
日
）
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｆ
Ｍ
ホ
ー
ル

で
、
厚
生
労
働
省
に
よ
る
、
ひ
き
こ
も
り
の
知
識

と
理
解
の
普
及
啓
発
、
情
報
発
信
と
し
て
、
タ
レ

ン
ト
の
高
橋
み
な
み
氏
、
支
援
者
、
経
験
者
等
を

迎
え
て
、
「
ひ
き
こ
も
り
ボ
イ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

が
三
部
構
成
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

第
一
部 

ひ
き
こ
も
り
当
事
者
の
思
い
を
ト
ー

ク
と
歌
と
俳
句
で
知
る 

第
二
部 

み
ん
な
で
生
き
や
す
い
地
域
に
つ
い

て
全
国
の
ひ
き
こ
も
り
経
験
者
、
支

援
者
と
と
も
に
考
え
る 

第
三
部 

ひ
き
こ
も
り
相
談
会 

「
親
の
甘
や
か
し
で
は
？
」
「
怠
け
で
し
ょ
。
」

「
仕
事
を
し
な
く
て
う
ら
や
ま
し
い
！
」
こ
う
い

っ
た
誤
解
、
偏
見
が
ひ
き
こ
も
り
に
は
あ
り
ま
す
。

親
と
の
関
係
性
の
こ
じ
れ
、
学
校
で
の
い
じ
め
が

き
っ
か
け
の
不
登
校
、
就
職
先
で
の
パ
ワ
ハ
ラ
や

過
酷
な
仕
事
、
８
０
５
０
の
問
題
に
直
面
し
た
中

高
年
家
族
の
転
職
、
介
護
や
育
児
な
ど
の
多
様
な

き
っ
か
け
で
の
ひ
き
こ
も
り
。
ま
た
医
療
の
助
け

が
必
要
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

は
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
起
こ
り
う
る
こ
と
で
す
。 

 

ひ
き
こ
も
り
へ
の
誤
っ
た
認
識
で
、
当
事
者
、

家
族
は
周
囲
か
ら
の
理
解
が
得
ら
れ
ず
孤
立
し
が

ち
で
す
。
知
識
、
理
解
を
深
め
、
生
き
や
す
い
社

会
・
地
域
を
作
る
こ
と
に
よ
っ
て
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
社
会
を
作
り
上
げ
た
い
も
の
で
す
。 

 

「
ひ
き
こ
も
り
ホ
ッ
ト
ラ
へ
イ
ン
」
の
電
話
相

談
で
は
、
ま
だ
支
援
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
当
事

者
、
ご
家
族
と
オ
ン
ラ
イ
ン
電
話
相
談
を
個
別
に

受
け
、
困
り
ご
と
や
悩
み
思
い
を
吐
き
出
し
て
気

持
ち
を
軽
く
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
支
援
を
希
望

さ
れ
る
方
に
は
繋
ぎ
先
の
情
報
を
提
供
し
ま
し
た
。

今
回
の
電
話
相
談
で
現
状
を
少
し
で
も
変
え
ら
れ

る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

 

２
０
２
２
年
度
第
二
回
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
理
事
補
佐 

池
田 

正 

２
０
２
３
年
３
月
４
日
（
土
）
、
第
二
回
多
摩
地 

域
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
、
府
中
市
立
片
町
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
１８
単
会
２９
名
が
参
加
し
た
。 

◆
都
連
か
ら
の
報
告 

① 

昨
年
、
都
知
事
ヒ
ア
リ
ン
グ
に
て
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
職
員
の
資
質
向
上
の
研
修
予
算
が
、
３

割
増
額
の
四
千
万
円
と
な
っ
た
。 

② 

２
月
20
日
、
３
年
ぶ
り
に
「
病
院
家
族
会
交
流

会
」
を
開
催
し
、
８
家
族
１２
名
と
役
員
９
名
と

が
交
流
し
た
。 

③ 

単
会
訪
問
活
動
は
、
１５
回
実
施
で
き
た
。 

④ 

２
月
報
道
の
滝
山
病
院
で
の
暴
行
事
件
を
受

け
、
都
連
と
し
て
、
「
滝
山
病
院
事
件
に
関
す

る
声
明
文
」
と
東
京
都
に
対
し
、
「
入
院
患
者

の
退
院
支
援
」
、「
身
体
合
併
症
の
治
療
が
で
き

る
公
的
病
院
増
」
、「
他
の
精
神
科
病
院
の
早
期

実
態
調
査
」
を
緊
急
要
望
書
と
し
て
提
出
す
る
。 

⑤ 

２
０
２
３
年
度
評
議
員
会
・
上
半
期
講
演
会
は
、

６
月
２３
日
（
金
）
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
で 

午
前
は
評
議
員
会
、
午
後
は
日
本
社
会
事
業
大

学
古
屋
教
授
の
講
演
を
予
定
し
て
い
る
。 

⑥ 

東
京
つ
く
し
会
の
会
員
数
及
び
納
入
会
費
は
、

こ
の
13
年
間
で
大
き
く
減
少
、
毎
年
の
必
要
経

費
を
、
特
別
積
立
金
を
取
り
崩
し
て
、
補
填
し

て
い
る
。
幸
い
事
務
所
家
賃
に
関
し
、
会
員
か

ら
所
有
物
件
を
廉
価
で
賃
借
で
き
、
１
月
25
日

に
移
転
し
、
赤
字
解
消
の
大
き
な
一
歩
と
な
っ

た
。 

◆
単
会
か
ら
の
報
告
・
提
案 

・
会
議
の
度
に
貯
金
箱
を
置
き
、
み
ん
な
ね
っ
と 

や
都
連
に
寄
付
し
て
い
る
。 

・
東
京
つ
く
し
会
の
財
政
悪
化
に
関
し
、
我
々
単

会
は
、
危
機
意
識
を
持
っ
て
対
応
す
べ
き
だ
。 

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
大
き
な
戦
力
で
あ
る
。 

・
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
が
未
だ
不
透
明 

◆
協
議
事
項
、 

① 

来
年
度
の
東
京
都
予
算
要
望
の
際
、
福
祉
手
当
、

再
検
討
が
必
要
か
議
論
し
た
。 

② 

次
回
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
日
程
候
補
を
決
め
た
。

３ 



                 
    

☆ 

賛 

助 

会 

費 

☆ 

お
か
げ
さ
ま
で
２
０
２
２
年
度
の
賛
助
会
費
は
、 

個
人 

（
一
口
２
千
円
）   

 
 

２
５
０
０
０
円 

団
体 

（
一
口
５
千
円
）   

 
 

 

５
０
０
０
円 

病
院 

（
一
口
１
万
円
）   

 
 

１
０
０
０
０
円 

診
療
所
（
一
口
５
千
円
）   

１
０
７
０
０
０
円 

計
１
４
７
，
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。 

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

東
京
つ
く
し
会 

賛
助
会
員
加
入
の
お
願
い 

心
の
病
に
悩
む
人
た
ち
の
医
療
と
福
祉
の
改
善

を
求
め
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
本
会
は
、
都

内
の
家
族
会
そ
れ
ぞ
れ
の
会
費
収
入
の
中
か
ら
納

め
ら
れ
る
年
会
費
と
賛
助
会
員
の
皆
様
の
年
会
費

に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
賛
助
会
の
収
入

は
貴
重
な
財
源
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
ぜ
ひ
本
会
の
賛
助
会
員
に
な

っ
て
頂
き
た
く
、
何
口
で
も
結
構
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 ☆ 
講 
演 

会 

の 

お 

知 

ら 

せ 

☆ 

○
「
障
害
年
金
の
申
請
と
更
新
の
実
際
」 

講
師 

あ
け
ぼ
の
社
労
士
事
務
所 

鈴
木 

典
彦
氏 

日
時 

５
月
１３
日
（
土
） 

会
場 

新
宿
区
立
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー  

主
催 

新
宿
フ
レ
ン
ズ 
☎080

-
8
0
8
2
-
0
30
8 

○
「
生
き
辛
さ
を
抱
え
る
人
々
が
生
き
る
力
を
身
に

つ
け
る
た
め
の
家
族
・
周
り
の
関
わ
り
方
」 

講
師 

Ｓ
Ｓ
Ｔ
リ
ー
ダ
ー 

高
森 
信
子
氏 

日
時 

５
月
１９
日
（
金
）
午
後
１
時
半
～
４
時 

会
場 

高
円
寺
障
害
者
交
流
館
１
階 

予
約
不
要 

主
催 

杉
並
家
族
会 

☎0
8
0-1

0
0
4
-
1
1
9
7 

桜
の
た
よ
り
も
年
々
早
く
に
聞
く
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
の
桜
は
日
本
中
が
大

熱
狂
し
た
Ｗ
Ｂ
Ｃ
の
決
勝
に
合
わ
せ
た
よ
う

に
満
開
‼ 

選
手
た
ち
の
大
活
躍
で
世
界
一
！ 

素
晴

ら
し
い
成
績
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

野
球
の
こ
と
は
全
く
知
識
も
興
味
も
な
か

っ
た
私
ま
で
も
夢
中
に
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

さ
あ
‼
元
の
生
活
に
戻
ら
な
く
て
は
と

…
…
…
 

最
近
、
年
を
重
ね
て
き
た
ら
先
の
こ
と
を

色
々
と
考
え
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。 

 
 

 

認
知
症
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
。
歩
け

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
お
金
、
医
療
、

介
護
の
こ
と
、 

相
続
、
親
な
き
後
の
子
ど
も
の
事 

心
配
ば

か
り
。
こ
れ
ば
か
り
は
ど
う
な
る
か
分
か
ら
ず
、

不
安
を
取
り
除
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
自
分
で
出
来
る
予
防
対
策
、
終
活
準

備
し
な
く
て
は
忙
し
い
で
す
。
で
も
、
そ
れ
ば

か
り
で
は
な
く
楽
し
み
も
見
つ
け
て
、
う
ま
く

ス
ト
レ
ス
と
付
き
合
い
た
い
で
す
。 

 
 

 

皆
さ
ん
は
ど
ん
な
ス
ト
レ
ス
対
応
を
考
え

て
い
ま
す
か
？ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
理
事 

前
山 

栄
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このコ－ナ－は、家族会間やつくし会との情報交流の場です。より良い家族会活動のために皆様に役立つ場

にしたいと思っています。載せたい情報を毎月 25日までに、つくし会事務所に、 

メール（tsukushikai@chorus.ocn.ne.jp）か FAX（042-453-7534）でお寄せください。 

【知っ得情報】 東京都美術館 「障害がある方のための特別鑑賞会」 

 東京都美術館では、普段は月曜日が休館日ですが、その月曜日に障がい者のための特別鑑賞会を開催して

います。障がい者本人と介助者 1名が無料です。 

【マティス展】 

開催日時 ２０２３年６月１２日（月）１０：００～１６：００（入室は時間指定制） 

申込期間 ２０２３年４月１７日（月）～２０２３年５月８日（月） 

申込方法 東京都美術館 障害者 で検索し「障害のある方のための特別鑑賞会」ＨＰから申し込むか、 

電話での申し込みです。電話 03-3823-6921 特別鑑賞会担当 

＊人数が少ないのでゆったりと落ち着いて観ることができます    

 

家 族 会 交 流 コーナー 

   

    

   

４ 


